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（ 要 　約　〉

　大 学 全 入 時 代 を 迎 え よ うと して い る昨 今、学生 の 学力 や 学習意欲 の 低下が 問題 に な る な か で 教育の 標準化 が必

要 とな っ て い る 。 そ こ で 、中部 地 区の 短 期大学生 と教員を対象 に ア ン ケ
ー

ト調査を実施 し て 、「学生が 求める理

想 の 授業」 と 「教員が 理 想 と考 え る授業」 の 差異 を抽出 した。到達点 は 学生 の 理解を深め る教授法を完成 させ る

こ とで ある が、第
一

段 階 と して調査 結果 の 中か ら 「国語 」 に 関す る項 目を も とに今後の 授業 にお ける国語教育の

在 り方 にっ い て 考えて い く。

（キ
ー

ワ
ー

ド）

　国語教育、Faculty　Deve1Qpment、コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン ス キル

は じめ に

　大学設置基準 の 改 正 に よ り従来 の 研究機 関と し て の 大学 か ら教育機 関 と して の 大学 へ と 変貌 し て い る

な か 、教育 の QC （Quality　ControD の た め の 標 準化 が 必要 とな っ て きた。セ メ ス タ
ー

制 、シ ラバ ス の

作成 、学生 による 授業評価、単位制度の 徹底、第三者評価 の 導入 な ど が強い られ る よ うに な っ た が 、第

三 者評価 で も授業評価 に 関 して 授 業内で の 学 生 の 意欲 を喚起す る 工 夫や担 当教員 の 授業改善 へ の 意欲や

理解度 レ ベ ル に対応 した 学習支援 とい う教員の 教育能力 の 開発 が 課題 となっ て い る。また、大学は大衆

化 され、18歳人 口 の 減少 によ る 大学全入時代 を目前 に 控 えて 、教育現揚で は様 々 な問題が生 じ て い る。

受講者で あ る学生 は 、社会動向 の 変化 に よ り興味や 関心 が多様化 、 学習意欲や 理 解度 の 低下、格差 の 拡

大な どに よ り、 か つ て の 大学生像か ら変容 して お り、単
一

的な授業展 開で は学生 の 満足 を得 る こ とが 難

し くな っ て い る。

　こ の よ うな社会背景か ら、現状 の 学生 に対応 した教育 をもた らすた め の 教授方 法 の 開発が緊要な課題

と考 え られ る。学生 と教員の 意識調査 か ら今後の 国語 教育の 在 り方を論 ず る。また、本稿 は 「FD

（Faculty　Development ） に 関す る研 究 」 ［平 成 18・19年度 、日本 ビ ジネ ス 実務学会 （中部 ブ ロ ッ ク ）助成

研究］
1
）に関連 した もの で あ り、今 回は 国語能力 に関する項 目 を分析 して い く。

1 ．先行 研究 と本研究の 目的

　Faculty　Development（以 ド、　 F　D と略す） の 概念 は 多義に 亘 る が、広 義の FD は 「究極的には学生 の

学習 の 質的改善 を 目的 と し て 企 画 され た 広範囲 の 活動 を さす 」、狭義 の FD は 「教授 団 メ ン バ ーが教師

お よ び 学者 と して 自己 の 能力 の 改善を支援す る こ と を 目的と した試み 」
2

と定義 され て い る 。　
‘
faculty

’
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の 第
一

義は 「能力
・
才能 」 で ある が 、1960年代後 半 か らア メ リカ の 大学で FD 活動が は じ ま り、そ の な

か で
‘faculty

’
は 「専門職の 同業者団体」

3
とい う意味合い で 用 い られ るよ うにな っ た 。

　 F　D 活動を遡 る

と、1970年代 の ア メ リカ に 辿 りつ く。当時 の 社会背景 は第 2 次世界大戦後 に 拡大し た高等教育が転変 し

て 学生数が減少 して 学生 の 質的低 下や多様性 、また、教員ポ ス トの 減少 とい う大学を取 り巻く社会環境

の 急速な変化 が もた ら した も の で あっ た
4
。こ れ は 全入時代 を迎 え よ うと し て い る現在 の 日本 の 大学や

学生 の 状況 にも似て い る。日本 で は、1990年以降、FD 制度が導入 され は じ め
5

、1998年の 大学審議会

答申
6

か ら具体的な制度が確立 し た もの と考え られ る。大学審議会答申 （1998．10．26）で は 、21世紀の

日本 の 社会状況 や高等教育 に お け る 基本 理 念や 大学 の 個性 化を 目指すため の 改革 方策 が 示 され、FD 実

施 の 義務化が提案 され て い る。それ以降、現在では大学における教育の 質向 上 の た め の FD 活動 が実施

され る よ うにな っ た の で ある。

　FD の 種類に関 して は大別する と、  教員開発 （Faculty　Devel・pment，　FD）、  授業開発 （lnstructi ・ nal

Development，　 ID）、  カ リキ ュ ラ ム 開発 （Curriculum　Development，　 CD）、  組織開発 （Organizational

Development，　 OD） （以 下 、略字 で 記す） で あ る が、「4 種 の ア ブ m 一
チ を含む プ ロ グラム を企画・実施す

る こ とが教授 ・学習 の 改善 の 新 しい 方式 」
7

で あ り、現状 で は上記 の もの を少 しず つ 改善 して い くこ とが

急務 と考えられ て い る。

　本稿で は 、FD 研究課題 の 中か ら中部ブ ロ ッ ク助成研 究 （平成 18 ・19年度継続） を受け て 中部地 区の

学生 ・教員を対象 に行な っ た ア ン ケ
ー

トの 結果 をも とに、 ID につ い て 詳述す る。　 ID は FD と重複す

る と こ ろ が 多く、 ID は教員 の 能力 そ れ 自体 よ り も指導的側 面 （学生 の 学習 の 促進、教材 の 準備 など〉

に力点 が置か れ る
8

。
ID に 関す る 先行研 究 は 、太 田 （2007） が 授 業評価後 の 数値 をも と に CD や ID

に触れ 、特 に 「学 生に人気 の 高 い 授業 の 分析 」 を ビデ オ撮影集録し た もの を参考に分析 して い る
9
。藪

下 （2007＞ は 、現代 GP 取 得時 の CD に 関 す る カ リ キ ュ ラ ム 紹介や授業 の 相 互 参観 、　 VTR の 撮影 に よ

る 授業参観 、 他学科 の 実習見学な どを した後 の 具体的 な授 業内容改 善につ い て 述 べ て い る
L°
。本稿 で は、

「現在の 学生 が 望む授業と教員像の 調 査1 「教員の 教育に対する取 り組み の 実態 と意識の調査 」 を行ない 、

そ の 結果を受け て 国語 に 関す る項 目 を抽出す る。学生 と教員 の 意識 の 差異を検討 しなが ら、今後 の 教育

に反映 させた い 。

2 ．本研 究の 方法

　 2 ． 1　 学生 お よび教員の ア ン ケ
ー

ト調査 と分析

　授業 で は 教員 と学 生 と の 相互 理解が 必 須 で あ る。しか しながら、教室 とい う箱 の 中で 行なわれ る コ ミ ュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン の 送 り手 で あ る教員が 理 想 とす る 授業 、 受け手 で あ り受講者 で あ る 学 生 が 理 想 とす る授業

に は 差異が生 じて く る 。 それ は、学生 と教員 との 年代 の 相違、両者が 考え て い る 内容の難易度の 相違 、

受講者で あ る学生達 の 学力差 な どで あ る。教員 自身の 基本的 な教授能力 に 言 及 され る場合 もあ る が、こ

の 差異 を認識す る こ と は教授法を考え る 上 で 重要な こ とで あ る た め、本研究 で は、両者 の
一

致点と相違

点、改善で き る 点、改善し なけれ ばな らな い 点な どにっ い て 調査 ・
分析する。そ の 中で も、本稿で は

「国語 に 関す る 項 目」 を抽出 して 、両者の 差異 を改善し て い く 方法を考 える。
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2 ． 2　 調査概要

　1 ＞目的

　　　学生 と教員 の 理想 とす る授業 の 相違点を抽出する こ と。

　2 ）対象者

　　　・学生 1，482名 （学生 の 協力校 は下記 の 12校）

　　　　 （愛知県）愛知学泉短期大学 ・愛知江南短期大学 ・一宮女子短期大学 ・岡崎女 子 短期大学 ・

　　　　　　　　 名 古屋経営短期大学 ・名古屋 経済大 学短 期大学部 ・名 古屋 女子大学短期大学部 ・

　　　　　　　　 名古屋文化短期大学 ・名古屋短期大学

　　　　 （岐阜県〉中部学院大学短期大学部 　　（三 重県〉 高 田 短期大学

　　　　 （石 川県〉金城大学短期大学部

　　　・教員 24名 （ビ ジネ ス 実務学会中部ブ ロ ッ ク会員 に依頼）

3 ）調査時期

　　学生 ア ン ケー ト依頼期間 ： 研究 メ ン バ ー
担当校 （平成 18年 7月 初旬〜夏休み前ま で ）

　　　　　　　　　　　　　 そ の 他の 依頼校 （平成18年 9 月初旬〜11月 初旬）

　　学 生 ア ン ケ
ー

ト依頼方法 ： 研究メ ン バ ー担当校は 最終授業終 了後 に説明 して 質 問紙調査を無記名

　　　　　　　　　　　　　 で 実施 した 。 そ の他の依頼校 へ は ビ ジネス 実務学会員に送付 して 授業

　　　　　　　　　　　　　 終了後に説明 して 質問紙調査 を無記 名で実施 した 。

　　教員ア ン ケ
ー

ト依頼期間 ： 平成18年 8 月 30目〜平成 18年 10月下旬

　　教員 ア ン ケ
ー

ト依頼方法 ： ビ ジネ ス 実務学会員に送付 して 依頼。質問紙調査 を無記名 で 実施 した 。

4 ） 調査内容

　　  ア ン ケ
ー

ト項 目数 ：89項 目。

　   項 目分別 ：項 目決定につ い て は、事前に研究 メ ン バ ー
が、各担 当の 学生たちに 自由記述ア ン ケー

　　　　　　　　トを と り、す べ て の 中か ら 共 通項 目を選択 した 。

　　　 選択式 （学生／教員とも〉

　　　　　　　　
・授業方法

・
工 夫 に 関す る項 目 （37）　　 ・学生 へ の 対応 に 関す る 項 目 （13＞

　　　　　　　　
・教員 の 資質に 関す る項 目 （25）　　　　 ・授業環境に関する項 目 （14）

　　　 記述式 ：
・講義 内容 につ い て （教科 書 ・副教材 ・シ ラ バ ス など）

　　　　　　　　
・授業実施に つ い て （ツ ー

ル に つ い て ・ス キ ル に つ い て ）

　　　　　　　　・授業を行 う上 で の 自己資質向上 につ い て

　　　　　　　　
・
そ の 他
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表 1 ： 学生用ア ン ケ
ー

ト （選択式） （＊ 教員用も内容は同様 で 表現 の み変え て い る）
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　 2 ． 3　 調査結 果

　集計結果 をもとに、学生 と教員 の 理想 とす る教員像 の ア ン ケ
ー

ト結果 の 中か ら両者 の 相違点 を見出す

た め に差異抽出グ ラ フ を作成 した。学生 と教員 の 選択式質問内容 は 同
一

に設定 して お り 、 内容を大別す

る と次の よ うに な る。「授業方法 ・工 夫に 関する項目 （37項 目）」 「学生への 対応 に関する項 目 （13項 目）」

「教員 の 資質 に 関す る 項 目 （25項 目）」 「授業環境に 関す る 項 目 （14項 目）1 で あ る。そ の 中の 「授業方 法 ・

工 夫 に関す る項 目 （37項 目）1 中の 12項 目 が教員の 国語能力に 関する事項で ある。教員の 話 し方は問

1 〜 6 で 、「音声言語 1 に関 して は問 1 〜4 で 質問、「非言語表現」 に 関して は 問5 〜 6 で質問した。言

葉遣い に 関す る 事項 （言語表現〉 は問 7 〜12で 質問 し た 。 調査結果を下記の 表 に 示 す。

　　 1 ．声の 大 きさ　　　2 ．話す ス ヒ
一゚

ド　　 3 ．声 の 高 さ　　　 4 ．声 の 調子

　　 5 ．ジ ェ ス チ ャ
ー

を導入 する　　　 6 ．マ イ ク を使 う　　　7 ，難 しい 言葉 を使 用す る

　　 8 ．わか りやす い 言葉で 話す 　　　9 ．熟語や専門用語を使 う　　 10，丁寧な言葉遣い をする

　　11．友達同士 の よ うな言葉遣 い をす る　　　12．説 明を繰 り返す度合 い

表 3 ： 学生 ア ン ケー ト集計結果

学校名 総人数 囎 してください 台計

12345

1 声の 夫きさ 31 ア 691 鰯 B11 ゐ呂

2 聒すスピ
ー

ド 1170957114161258

3 声 の 高さ 251106712491253

4 声の調子 11067 δ 47晒 941252

5 ジェスチヤ
ー 36103 鵬 4151381251

6 マ イクを使う 185750 躙 251252

7 雅しい ことば   説 柵 12】 惚 125a

8 わかりやす い 言葉 322 軅   4971 躅

9 熟語や 専門 用齬 95 跚 跚 2硲 511 ゐ 7

10 丁寧な言葉 13 ア4 刪 4132541258

11 友達同士の ような言葉 131 獅 500 鯲 1061256

12 脱明を繰り返す回数 75 脳 287 跚 712 男

表 4 ： 教員ア ン ケー ト集計結果

学校名 繍 明配して ください 合計

12345

1 声の大きさ 12151171055

2 話すス ピード 引29 」151D47

3 声の高さ 9994 δ 0

4 声 の 躙子 ヨ0111D ア 90

5 ジェス チヤ
ー 10101157 葡

6 マ イクを使う 6483627

7 雄しい ； とば 591145 η

8 わかりやすい醤葉 121313101452

9 熟語や専門用語 10101 下 3 τ145

｝0 囎 11121369107

霍1 友罰司士のような貫葉 8483932

12 脱明を繰り返す回瞰 77B4733

3 ．調査結果の 分析

　教員 に 課 せ られ た 役 目 は 種 々 存在す る が 、教員 の 国語能力 に 関す る 調 査 結果 の な か で 、 「言語表現 」

に 関す る質問項 目に学生 と教員の 意識 の 差異が見られた 。 言葉に 関する質問は 問 7 か ら問 9 で ある。問

7 の 「教員が授業中に難 しい 言葉を使用 して い る か 否 か 」 とい う質問 に 関す る教員 の 結果 は 「あ ま り使

わ ない 」 に数値が偏 っ て い る が、学生 は 「少 々 使 う」 の 数値 が 最 も多 い 。問 7 に 対比 させ た質問 と して 、

問 8 の 「教員 が わ か りやす い 言葉 を使用 して い る か 否 か 」 に つ い て も教員は 「よ く使 う」 に数値 が集 中

し て お り、わ か りやすい 言葉を使用す る よ うに 意識 し て い る よ うだ が 、学生 は 「少 々 使 う」 か ら 「よ く

使 う」 へ と数値の 広 が りが見 られ る。
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図 1 ： 難 しい 言葉の使用

図 3 ： 熟語や専門用語 の 使用

図 2 ： わか りやすい言葉の使用

「や や使 う」 と思 っ て お り、教員 も 「や や 使 う」 と答 え て い る。

あ っ た 。 問11の 「教員が学生 に 友達 同士 の ような言葉遣 い をす る か否か 」 に関す る 事項 の 数値差 は 大き

く、図 5 の グラ フ か らも差異 が 読み取れる が 、教員は 「あま り使わ ない 」 に数値が集中 して い る。しか

し、学 生 は 「少 々 使 う
・やや使 う」 ほ うが 理 想的だ と感 じ て お り、教員に 友 達 の よ うな接 し 方 を 望ん で

い る こ と が推定され る。

図 4 ：丁 寧な言葉の 使 用

　 また、問 9 の 「教員が熟語や 専門用語 を使用 して

い る か 」 に 関 して は 、教員の 専門性の閤題 が あ る た

め か 「あ ま り使 わ な い 」 か ら 「よ く使 う」 まで の 5

つ の 選択項 目 へ と数値 の 広 が りが見 られ る。多数 の

「熟語や専門用語 亅 「難し い 言葉 」 の 使用 は、学生 が

教員は授業中に難 しい 言葉や熟語や専門用語 を使用

し て い る と感 じて い る。

　問 10 と 問 11が 言葉遣 い に 関す る 事項 で 、問 10の

「丁 寧な言葉遣 い 1 は 学生 も教員 もほ ぼ 同
一

の 感 覚

で 、学 生 は教員 が 丁寧 な言葉遣 い を 「少 々 使 う」

　　　　　 「よ く使 う」 と感 じ る数値 も ほ ぼ 同 じで

図 5 ； 友達同 士 の よ うな言葉の使用
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　 　　 問 12の 「説明を繰 り返す 回数 」 は 学生 も教員 も

　 　 「2 回繰 り返 す」 の 数値が最 も高 い が 、教員 は 「3

　 　 回繰 り返す 」 の 数値 も高 く、42％ の 教員は繰 り返 す

　 　回数が 3 回必 要 だ と考 えて い る 。 問 5 で は 「ジ ェ ス

　 　 チ ャ
ーを導入 した ほ うが い い か 否か 」 とい う 「非言

　 　 語表現」 に 関する質問を した。両者の 結果 はグラ フ

　 　 か ら読み取れ る よ うに、学生 は山型 を示 してお り教

　 　 員 は M 字型 を表 して い る。学生 は ジ ェ ス チ ャ
ーを

　　　　　図 6 ： 説明を繰 り返す回数 　　　　 「少 々 使 う ・やや使 う」 に数値 が 集中 して い て 「あ

ま り使わ ない 」 こ とは理想 と考えて い な い ようで あ る 。 そ れ に 反 して 、教員 は 「よく使 う」 の 数値 も多

い が 、「あま り使 わない 」 の数値も多い 。問 6 の 「マ イ ク使 用」 に関して は 、「学生数に対 し適度な広 さ

の 教室に対 して 」 とい う但 し書き を 付記 した。選択番号 1 を 「使わな い 」、
2 を 「必要な ときだけ使 う」、

3 を 「使 う1 と選択肢を 3 っ に した 。 両者 とも 「必 要なときだけ使 う」 こ とが好ま しい として い る が、

次に高い 数値は学生 が 「使 う」、そ れ に 反 し て教員は 「使わ ない 」 へ と数値 の 偏 りが ある。
こ れ は 、 問

1の 「声の 大きさ」 に も関連す るが、教員 は 「大 きい 声 」 が理 想だ と考え て い るが 、学生 は 「普通 の 大

き さ」 を理想 と考 えて い る こ と と も共 通点 を 見出す こ とが で きる。学生は、教員が必要な ときだけ マ イ

ク を使用 し て 、大声 を無理 に 出す よ り も 目常的 で 自然 な 話 し方 で 授 業 を 進 め る こ と を理想 と し て い る こ

とが 読 み 取れ る 。

呂 eoffOO40020D

マ イクを T吏b

度 合 い

5

・ ・ 嫐 圜

ロ 執 員

囲 学 生

t39G1s52iSD7fiD31gs3De 斗

o1fio5

　　　　図 7 ； ジェ ス チ ャ
ー

導 入 に 関 して　　　　　　　　　　図 8 ： マ イク使 用 に 関 して

　「音声言語 」 に関 して は 両者の 主観的な もの に よ り数値 が 左 右 され るが、本調査 に お い て は 教室環境

が回答者 の 所属大学によ り異 な る た め 、具体的 な数値を 示 し て 質問する の で はな く回答者が普段 の 授業

で 感 じて い る こ と に 対す る質問を し た。問 1 の 「声 の 大 き さ」 は教員が 「やや大き い
・
大 きい 」 声を理

想と考え て い るが 、学生は 「普通 の 大 き さ」 に数値が集中して い る。問 2 の 「話 す ス ピー ド」 は 学生 が

「普 通 の 速 さ」 を 理 想 と し て い るが
、 教員は 「やや速く」 話 して い る。問 3 の 1声 の 高 さ」 に 関し て は

両者 とも 「普通 の 高 さ」 を理 想と し て い る。問 4 の 「声 の 調子 」 も教員は 「普通 の 調子
・
やや明 るい ・明

る い 」 こ と を理想 として い る が、学生 は 「普通 の 調子 」 を理想 と し て い て、普段 と 変 わ ら な い 声 の 大 き

さ、速 度、声 の 高 さや 調子 で 自然体 の 「音声言語 」で 教員 が 授業 を進 め る こ とを望 ん で い る こ とが 確認

で きた。
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図 9 ：教員の 声の大きさ 10 ： 教員 の話すス ピー ドに 関 して

　　　　　　 11 ： 声 の 高さに 関 して 　　　　　　　　　　　　 12 ： 声 の 調子 に 関 して

おわ りに

　以 上 の よ うに 日本に お け る FD の 歴 史的変遷 や種類 を確認 した 上 で 、  現在の 学生 が 望 む 授業と 教員

像 の 調査   教員 の 教育に対す る取 り組み の 実態 と意識の 調査 を行な い 、そ の 結果を受け て、国語 に関す

る項 目を抽出 して 学生 と教員の 意識 の 差異を検討 しなが ら教員 の 理想的 な話 し方や言葉遣い に関 し て 鑑

みた。言葉遣 い に関 して は 、教員が授業中 に 難 しい 言葉 を用 い 、熟語や専門用 語 を多く使用 して い る と

学生 は 感 じて い る。また、教員 が 友達の よ うな話 し 方 で接する こ とを理 想 だ と考え て い る。 「声 の 大き

さ」 に も関連す る が 、教員 は 「大 き い 声 」 が 理 想だ と考え て い る が 、学 生 は 「普通 の 大き さ」 が 理 想 と

考えて い る。学生 は 、教員が必要 な ときだけ マ イクを使用 し て 、大声 を無理 に 出すよ り も 目常的 で 自然

な話 し方 を理想 と して い る こ とが読み取れ た。

　今後 も学 生 ア ン ケ
ー トの データ お よ び 教員ア ン ケ

ー
トの 参考資料 を分析 し て 検討 しつ つ 学生 の 現況お

よび社会の ニ
ーズ に 対応で き る教員の 資質 ・能 力向上 と授 業方法 を提供 する た め の 研究を続け て い く。

な お、本研 究は 、学生 の ア ン ケ
ー

ト回答 （学生 の 望む もの ）に 迎合 して 、教員 の 考え方や教授方法 を改

善する も の で は な く 、 現状認識 の 上 で 両者の 質的向上 を 目指すもの で ある こ と を加 筆 して お く。今後 の

課題 と し て は、従 来 の 研究機関 と して の 大学 か ら教育機 関と して の 大学 へ と変貌 し て い る な か で の 教育

の QC 確 立 に 役 立つ 授業 を反 省 的実践 な どの 手法を用い て 作 り出 し、更 に ID か らCD へ と移行 し て い

く所存 で ある。
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平成 18 ・工9年度 に 日本 ビ ジネ ス 実務学会 （中部ブ ロ ッ ク） の 研 究助成 を 受 けて 「FD に 関す る研究」 を して

い る。研 究 会 メ ン バ ー
は 、川 口 　直子 （愛知 学泉短 期大 学）・水 口 美知子 （名古屋 経済大 学短 期大 学部）・河

野篤 （中 部学院大 学）
・寺 島　雅隆 （名古屋 文化短 期大 学） と筆者 で あ る。

関 正 夫 「大 学 教 育改 革 の 方 法 に 関 す る研 究
一Faculty　Developmentの 観点 か ら一j 広 島大 学 教 育 研 究 セ ン ター

4 − 5　（1989）

English−Japanese　Dictionary　For　The 　General 　Reader （リ
ー

ダ
ーズ 英和 辞典）研 究社 （1984 ） に は、第 2 義 に

「a 《大 学の 》学部、学部 の 教授団 ［構成員］ ； 《大 学・高校 の 》教員、《時 に 》教職員 《集合的》」 とな っ て

い る。

有 本 章 「大 学 教 授 職 と FD ： ア メ リカ と 日本 」 東信 堂 　 127− 128 （2005）

日本 にお け る FD 活 動は、慶應義塾大学 SFC が1990年 に 開設 した もの が祖 と考 え られ る。

大学審議会答申 （1998．10，26＞ 「21世紀の 大学像と今後 の 改革方策 に つ い て
一
競争的環境 の 中で 個性が 輝 く大

学
一

」　http∫／／ww ，mext ．go．加／
’
h＿menu ／shingi ，／i2／dalgaku／toushin／981002．htm　　1 − 75

関正 夫 『日本 の 大 学教育改革
一歴 史 ・

現状
・展 望 一

』玉 川大 学出版部、最終章 （1988）

前掲書 ： 関正 夫 （1989） 4 − 5

太 田和敬 「大学 の 授業改善に 関す る試論 」 人 間科学研究29、文教大学人 間科学紀要委員会　28− 32 （2007）

藪下 武 司、二 神 律子 「Faculty　Developmentに よる授業改善の
一

例
一
現代 GP の キ ャ リア 教育

一
」 中部学院短

期 大 学部 研 究紀 要 8　 中部 学 院短 期 大 学 部 　98− 101 （2007）
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